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は
じ
め
に 

│
問
題
の
所
在
│

　

漢
詩
文
を
読
む
際
に
は
、
一
字
一
句
に
着
目
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
用
例
、
出
典
を
踏
ま
え
て
理
解
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
そ

の
文
体
を
把
握
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る

）
1
（

。
文
字
だ
け
を
追
っ
て
も
正
確
な
理
解
が
行
き
届
か
な
い
場
合
が
多
い
。
和
歌
も
そ
う
だ
が
、

漢
詩
文
は
特
に
そ
の
面
が
強
い
。
本
稿
で
は
、
申
文
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
こ
と
を
論
じ
る
。

　

申
文
は
、「
臣
下
が
事
柄
を
申
し
述
べ
、
ま
た
請
願
す
る
文
章
。
…
…
官
位
の
叙
任
昇
進
を
申
請
す
る
場
合
に
最
も
よ
く
用
い
ら
れ
、『
枕

草
子
』
「
ふ
み
は
」
の
段
に
も 

「
願
文
、
表
、
博
士
の
申
文
」
と
あ
る
。
『
文
粋
』
で
は
詩
序
、
願
文
と
な
ら
ん
で
作
品
数
が
多
い
。
部
類
が

さ
ら
に
建
二

学
館
一

・
仏
事
・
申
二

官
爵
一

・ 

申
二

譲
爵
一

・
申
二

学
問
料
一

・
左
降
人
請
二

帰
京
一

・
省
試
詩
論
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
中
心
を

な
す
の
は
、
官
職
を
申
請
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
る
通
り
で
あ
る

）
2
（

。
平
安
時
代
の
申
文
は
、
『
本
朝
文
粋
』
『
本
朝
続
文
粋
』
『
朝

女
子
大
國
お　
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野
群
載
』
に
多
く
収
載
さ
れ
る
。
近
年
、
『
朝
野
群
載
』
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
信
監
修
・
朝
野
群
載
研
究
会
編
『
朝
野
群
載　

巻
二
十
二　

校
訂
と
註
釈
』
（
吉
川
弘
文
館
・
二
〇
一
五
年
）
が
刊
行
さ
れ
た
（
以
下
、
『
校
訂
と
註
釈
』
と
略
称
）
。
そ
の
中
に
申
文
の
注
釈
も
あ
る
。

冒
頭
に
収
め
ら
れ
た
①
清
原
定
康
受
領
吏
申
文
、
②
藤
原
俊
信
受
領
吏
申
文
の
末
尾
部
分
の
原
文
と
訓
読
を
本
書
よ
り
あ
げ
る
。

　

①　

清
原
定
康
受
領
吏
申
文

　
　

望
請
、
天
恩
。
因
准
先
例
、
依
件
等
労
、
兼
任
彼
官
。
且
仰
憐
老
之
仁
、
且
誇
奉
公
之
節
。
定
康
誠
惶
誠
恐
謹
言
。

　
　

 

望
み
請
ふ
ら
く
は
、
天
恩
を
。
先
例
に
因
准
し
、
件
等
の
労
に
依
り
て
、
彼
の
官
を
兼
任
せ
む
こ
と
を
。
且
つ
は
憐
老
の
仁
を
仰
ぎ
、

且
つ
は
奉
公
の
節
を
誇
ら
む
。
定
康
誠
惶
誠
恐
謹
言
。

　

②　

藤
原
俊
信
受
領
吏
申
文

　
　

 

望
請　

天
恩
。
因
准
先
例
、
罷
右
衛
門
権
佐
職
、
被
兼
任
件
等
国
守
闕
。
然
則
不
懈
夙
夜
於
鸞
台
之
風
、
偏
致
拝
覲
於
龍
楼
之
日
。

俊
信
誠
惶
誠
恐
謹
言
。

　
　

 

望
み
請
ふ
ら
く
は　

天
恩
を
。
先
例
に
因
准
し
、
右
衛
門
権
佐
の
職
を
罷
り
、
件
等
の
国
守
の
闕
に
兼
任
せ
ら
れ
む
こ
と
を
。
然
れ

ば
則
ち
夙
夜
鸞
台
の
風
を
懈
ら
ず
、
偏
に
龍
楼
の
日
に
拝
覲
を
致
さ
む
。
俊
信
誠
惶
誠
恐
謹
言
。

　

私
が
疑
問
を
持
っ
た
の
は
、「
望
み
請
ふ
ら
く
は　

天
恩
を
」
と
い
う
訓
読
で
あ
る
。
訓
読
は
解
釈
を
示
す
か
ら
、こ
れ
ら
は
「
天
恩
」（
天

子
の
恩
）
を
望
み
請
う
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
は
申
文
の
末
尾
で
、
作
者
の
「
望
請
」
す
る
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
部
分

だ
が
、
作
者
が
望
む
の
は
「
天
恩
」
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
校
訂
と
註
釈
』
で
は
「
天
恩
」
を
「
望
み
請
ふ
」
と
い
う
解
釈
で
統
一
さ
れ
て
お
り
、
注
釈
作
成
ま
で
の
議
論
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
に

結
論
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
申
文
と
い
う
文
章
の
性
格
に
も
関
わ
る
。
果
た
し
て
申
文
は
「
天
恩
」
を
請
う
文
章
な
の

で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、『
本
朝
文
粋
』
所
収
の
申
文
の
事
例
を
検
討
し
な
が
ら
考
え
た
い
。
な
お
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
、『
本
朝
文
粋
』
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巻
六
の
「
申
官
爵
」
と
「
申
譲
爵
」
に
収
め
ら
れ
る
申
文
で
あ
る
。
そ
れ
は
も
っ
と
も
多
く
申
文
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、「
望

請
、
天
恩
」
の
形
式
が
見
ら
れ
、
且
つ
他
の
申
文
以
上
に
形
式
が
統
一
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　

一
、
本
朝
文
粋
の
申
文

１
．
申
文
実
例

　

藤
原
明
衡
撰
『
本
朝
文
粋
』
は
、
代
表
的
な
種
々
の
文
体
を
網
羅
し
よ
う
と
す
る
目
的
が
あ
り
、
平
安
時
代
の
文
章
の
文
体
を
検
討
す

る
際
に
は
ふ
さ
わ
し
い
資
料
で
あ
る
。
申
文
に
つ
い
て
は
、
前
節
に
文
体
解
説
を
取
り
上
げ
た
が
、
例
と
し
て
全
文
を
あ
げ
て
お
お
よ
そ

ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
か
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
　
　

正
六
位
上
行
民
部
大
丞
大
江
朝
臣
朝
綱
誠
惶
誠
恐
謹
言

　
　
　

請
殊
蒙
鴻
慈
拝
任
温
職
状

　
　

 

右
謹
検
先
例
、
自
此
省
丞
、
関
栄
爵
者
、
皆
無
賢
愚
、
併
任
受
領
。
朝
綱
虎
門
聚
雪
、
鳳
闕
戴
星
。
方
寸
之
勤
、
歳
月
多
積
。
然
而

天
性
素
頑
、
吏
幹
亦
疏
。
分
憂
之
寄
、
非
敢
所
楽
。
方
今
慈
母
在
堂
、
春
秋
八
九
。
老
病
暗
期
、
湯
薬
不
静
。
朝
綱
尽
忠
於
天
朝
之

年
長
、
致
孝
於
私
門
之
日
短
。
所
謂
家
貧
親
老
、
不
択
官
而
任
者
也
。
望
請 

鴻
慈 

将
任
温
職
。
且
競
禄
養
於
風
樹
、
且
争
貞
心
於

霜
松
。
朝
綱
誠
惶
誠
恐
謹
言
。

　
　
　

延
長
三
年
二
月
十
五
日　

正
六
位
上
行
民
部
大
丞
大
江
朝
臣
朝
綱

　
　
　

殊
に
鴻
慈
を
蒙
り
て
温
職
に
拝
任
せ
む
こ
と
を
請
ふ
状

　
　

 

右
謹
み
て
先
例
を
検
す
る
に
、
此
の
省
の
丞
自
り
、
栄
爵
に
関
は
る
者
、
皆
賢
愚
無
く
、
併あ

は

せ
て
受
領
に
任
ず
。
朝
綱 

虎
門
に
雪
を

聚
め
、
鳳
闕
に
星
を
戴
く
。
方
寸
の
勤
、
歳
月
多
く
積
る
。
然
れ
ど
も 

天
性 
素
よ
り
頑
に
し
て
、
吏
幹 

亦
疏
な
り
。
分
憂
の
寄
、
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敢
へ
て
楽
し
む
所
に
非
ず
。
方
今 

慈
母
堂
に
在
り
、
春
秋
八
九
な
り
。
老
病
暗ほ

の

か
に
期
し
、
湯
薬
静
か
な
ら
ず
。
朝
綱 

忠
を
天
朝

に
尽
く
す
年 

長
く
、
孝
を
私
門
に
致
す
日 

短
し
。
所
謂
家
貧
に
し
て
親
老
ゆ
れ
ば
、
官
を
択
ば
ず
し
て
任
ず
る
者
な
り
。
望
請 

鴻

慈 
将
任
温
職
。
且
競
禄
養
於
風
樹
、
且
争
貞
心
於
霜
松
。
朝
綱
誠
惶
誠
恐
謹
言
。

　
　
　

延
長
三
年
二
月
十
五
日　

正
六
位
上
行
民
部
大
丞
大
江
朝
臣
朝
綱

（
巻
六
・

149
）

　

問
題
と
な
る
箇
所
は
、
白
文
の
ま
ま
示
し
た
。
冒
頭
に
位
官
を
示
し
て
、
そ
の
次
の
事
書
で
申
文
の
概
要
が
示
さ
れ
る

）
3
（

。
こ
こ
で
は
、「
鴻

慈
」
（
天
皇
の
大
き
な
慈
し
み
）
に
よ
っ
て
「
温
職
」
に
「
拝
任
」
す
る
こ
と
を
請
う
、
で
あ
る
。
そ
の
後
が
本
文
で
、
朝
綱
は
、
「
先
例
」

を
検
討
す
る
と
「
此
の
省
」
（
民
部
省
）
の
丞
か
ら
「
栄
爵
」
（
五
位
）
に
進
む
者
は
、「
皆
賢
愚
無
く
」
す
べ
て
「
受
領
」
に
任
じ
ら
れ
る

と
い
う
。
し
か
し
、
自
分
は
、
大
学
で
学
問
を
修
め
、
宮
中
で
星
を
戴
く
程
遅
く
ま
で
精
勤
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
天
性
、
頑
な
で
、
「
吏

幹
」
（
官
吏
と
し
て
の
能
力
）
も
ま
た
未
熟
で
あ
る
。
従
っ
て
「
分
憂
」
（
地
方
官
）
に
な
る
と
い
う
先
例
は
、
決
し
て
嬉
し
い
も
の
で
は

な
い
。
ま
た
、
七
十
二
歳
の
母
が
お
り
、
病
の
た
め
湯
薬
を
必
要
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
朝
廷
に
長
く
忠
を
尽
く
し
て
き
た
が
、
母
に

孝
を
行
う
日
々
は
少
な
か
っ
た
。
家
が
貧
し
く
親
が
老
い
て
い
る
の
で
官
職
を
選
ば
な
い
と
い
う
け
れ
ど
も

）
4
（

、
自
分
も
（
地
方
官
以
外
の
）

官
で
あ
れ
ば
何
に
で
も
任
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
事
書
で
要
請
し
た
事
情
を
詳
細
に
記
す
。
そ
の
上
で
「
望
請
」
と
続
く
の
で
あ
る
。

問
題
と
す
る
箇
所
は
、
申
文
で
主
張
す
る
「
望
」
が
最
後
に
記
さ
れ
る
部
分
と
な
る
。

　

こ
の
部
分
は
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
の
が
通
例
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

２
．
「
望
請
」
は
ど
こ
ま
で
か
か
る
の
か

　

分
か
り
や
す
い
例
と
し
て
、
大
江
成
基
申
文
を
あ
げ
よ
う
。
以
下
、
本
文
部
分
は
問
題
と
す
る
末
尾
の
み
あ
げ
る
。
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正
六
位
上
行
近
江
掾
大
江
朝
臣
成
基
誠
惶
誠
恐
謹
言

　
　
　
　

請
被
殊
蒙
天
恩
依
殿
上
旧
労
拝
任
諸
司
助
闕
状

　
　
　

望
請
、
殊
蒙
天
恩
、
被
拝
任
件
官
闕
。
然
則
一
寸
如
焦
之
心
、
胸
中
火
滅
、
二
年
不
乾
之
涙
、
袂
上
雨
収
。
不
堪
懇
款
之
至
。
成

　
　
　

基
誠
惶
誠
恐
謹
言
。

　
　
　
　

正
曆
五
年　
　

月　

日　
　

作
者
紀
斉
名

　
　
　
　

殊
に
天
恩
を
蒙
り
て
殿
上
の
旧
労
に
依
り
て
諸
司
の
助
の
闕
に
拝
任
せ
ら
れ
む
こ
と
を
請
ふ
状

　
　
　

 

望
み
請
ふ
、
殊
に
天
恩
を
蒙
り
て
、
件
の
官
の
闕
に
拝
任
せ
ら
れ
む
こ
と
を
。
然
ら
ば
則
ち 

一
寸
の
焦
が
る
る
如
き
心
、
胸
中
の

火
滅
え
、
二
年
乾
か
ざ
る
涙
、
袂
上
の
雨
収
ま
ら
む
。
懇
款
の
至
に
堪
へ
ず
。
成
基
誠
惶
誠
恐
謹
言
。

　
　
　
　

正
曆
五
年　
　

月　

日　
　

作
者
紀
斉
名

（
巻
六
・

164
）

　

執
筆
者
は
紀
斉
名
で
あ
る
。
文
章
中
、
「
然
則
」
と
あ
る
の
に
留
意
さ
れ
る
。
そ
の
直
前
に
「
被
拝
任
件
官
闕
」
と
あ
り
、
事
書
の
「
拝

任
諸
司
助
闕
」
に
対
応
す
る
。
つ
ま
り
、
末
尾
で
は
、
天
恩
を
蒙
っ
て
、
諸
司
の
闕
に
任
じ
ら
れ
た
い
と
望
む
の
で
あ
り
、
そ
の
望
み
が

叶
え
ら
れ
れ
ば
│
然
ら
ば
即
ち
│
、
胸
の
中
で
焦
が
れ
て
い
た
心
の
火
も
消
え
、
二
年
泣
き
続
け
て
乾
か
な
か
っ
た
袂
の
涙
の
雨
も
収
ま

る
だ
ろ
う
と
い
う
。

　

同
じ
よ
う
に
「
然
則
」
が
存
す
る
例
に
、
次
の
申
文
が
あ
る
。
賀
茂
保
憲
が
父
に
五
位
を
譲
る
状
で
あ
る
。

　
　
　

従
五
位
下
行
暦
博
士
賀
茂
朝
臣
保
憲
誠
惶
誠
恐
謹
言

　
　
　

請
殊
蒙
天
恩
以
所
帯
栄
爵
譲
親
父
正
六
位
上
忠
行
状

　
　

 

望
請
、
天
慈
曲
降
哀
矜
、
以
此
朝
請
之
名
、
令
譲
暮
年
之
父
。
然
則
父
登
栄
班
、
得
誇
五
品
之
号
、
子
返
初
服
、
猶
勝
万
戸
之
侯
。
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不
勝
思
親
之
志
。
保
憲
誠
惶
誠
恐
謹
言
。

　
　
　

天
暦
六
年
四
月
廿
七
日　

大
江
朝
綱
作

　
　
　

殊
に
天
恩
を
蒙
り
て
帯
ぶ
る
所
の
栄
爵
を
以
て
親
父
正
六
位
上
忠
行
に
譲
ら
む
こ
と
を
請
ふ
状

　
　

 

望
み
請
ふ
、
天
慈 

曲
げ
て
哀
矜
を
降
し
て
、
此
の
朝
請
の
名
を
以
て
、
暮
年
の
父
に
譲
ら
し
め
む
こ
と
を
。
然
ら
ば
則
ち 

父 

栄
班

に
登
り
、
五
品
の
号
を
誇
る
を
得
、
子 

初
服
を
返
し
、
猶
万
戸
の
侯
に
勝
ら
む
。
親
を
思
ふ
志
に
勝た

へ
ず
。
保
憲
誠
惶
誠
恐
謹
言
。

　
　
　

天
暦
六
年
四
月
廿
七
日　

大
江
朝
綱
作

（
巻
六
・

170
）

　

大
江
朝
綱
の
作
で
あ
る
。
先
の
例
と
同
じ
く
「
然
則
」
の
前
に
「
以
此
朝
請
之
名
、
令
譲
暮
年
之
父
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
事
書
の
「
以

所
帯
栄
爵
、
譲
親
父
正
六
位
上
忠
行
」
に
対
応
し
、
申
文
に
よ
っ
て
請
う
内
容
と
な
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
も
「
朝
請
」
（
五
位
）
の
「
名
」

を
「
暮
年
の
父
」
に
譲
る
こ
と
を
望
み
、
そ
れ
が
叶
え
ら
れ
れ
ば
│
然
ら
ば
則
ち
│
、父
は
五
位
を
誇
る
こ
と
が
で
き
、私
は
（
五
位
を
譲
っ

た
と
し
て
も
）
万
戸
侯
に
勝
る
栄
誉
を
得
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
例
を
見
れ
ば
、
官
職
等
に
任
じ
ら
れ
る
望
み
を
記
し
、
そ
れ
が
叶
え
ら
れ
れ
ば
、
…
…
と
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
文
脈
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。
成
基
申
文
で
は
、
望
み
の
官
職
が
得
ら
れ
れ
ば
、
胸
の
火
も
消
え
涙
の
雨
も
収
ま
る
と
、
官
職
を
得
た
後
の
喜
び
を
記
し
、

保
憲
申
文
で
は
、
願
い
通
り
父
に
五
位
を
譲
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
父
に
も
自
分
に
も
栄
誉
と
な
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
「
然
則
」
が
な
い
例
に
つ
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
文
脈
を
踏
ま
え
て
解
釈
で
き
る
。

　

次
に
あ
げ
る
の
は
、
平
兼
盛
等
申
文
で
あ
る
。

　
　
　

従
五
位
上
行
大
監
物
平
朝
臣
兼
盛
等
誠
惶
誠
恐
謹
言

　
　
　

請
被
特
蒙
天
恩
以
有
労
恪
勤
諸
司
遷
任
遠
江
駿
河
等
国
守
闕
状
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望
請
、
特
蒙
天
恩
、
以
有
労
恪
勤
諸
司
、
被
遷
任
件
国
闕
。
彌
励
勤
王
之
節
矣
。
兼
盛
等
誠
惶
誠
恐
謹
言
。

　
　
　

天
元
二
年
七
月
廿
二
日　

従
五
位
上
行
大
監
物
平
朝
臣
兼
盛
等
〈
在
連
署
〉

　
　
　

特
に
天
恩
を
蒙
り
て
有
労
恪
勤
の
諸
司
を
以
て
遠
江
・
駿
河
等
国
守
の
闕
に
遷
任
せ
ら
れ
む
こ
と
を
請
ふ
状

　
　

 

望
み
請
ふ
、
特
に
天
恩
を
蒙
り
て
、
有
労
恪
勤
の
諸
司
を
以
て
、
件
の
国
の
闕
に
遷
任
せ
ら
れ
む
こ
と
を
。

彌
い
よ
い
よ

勤
王
の
節
に
励
ま
む
。

兼
盛
等
誠
惶
誠
恐
謹
言
。

　
　
　

天
元
二
年
七
月
廿
二
日　

従
五
位
上
行
大
監
物
平
朝
臣
兼
盛
等
〈
連
署
在
り
〉

（
巻
六
・

155
）

　

こ
れ
も
「
以
有
労
恪
勤
諸
司
、
被
遷
任
件
国
闕
」
と
あ
る
の
が
、
事
書
の
「
以
有
労
恪
勤
諸
司
、
遷
任
遠
江
駿
河
等
国
守
闕
」
と
対
応

す
る
こ
と
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
こ
の
申
文
に
は
「
然
則
」
の
語
は
な
い
が
、
し
か
し
、「
彌
励
勤
王
之
節
矣
」
と
「
彌
」
が
続
い
て
お
り
、

「
有
労
恪
勤
の
諸
司
を
以
て
、
件
の
国
の
闕
に
遷
任
せ
ら
」
る
こ
と
が
叶
え
ば
、
「
彌
」
＝
ま
す
ま
す
「
勤
王
の
節
に
励
ま
む
」
と
述
べ
る

の
で
あ
ろ
う
。
先
の
例
と
同
じ
文
脈
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
は
大
江
匡
衡
の
申
文
で
あ
る
。

　
　
　

従
五
位
上
行
文
章
博
士
兼
尾
張
権
守
大
江
朝
臣
匡
衡
誠
惶
誠
恐
謹
言

　
　
　

請
特
蒙
鴻
慈
因
准
先
例
兼
任
弁
官
左
右
衛
門
権
佐
大
学
頭
等
申
他
官
替
状

　
　

望
請
、
特
蒙
天
恩
、
因
准
先
例
、
兼
任
件
等
官
。
将
知
文
学
之
重
。
不
堪
懇
歎
之
至
。
匡
衡
誠
惶
誠
恐
謹
言
。

　
　
　

正
暦
四
年
正
月
十
一
日

　
　
　

特
に
鴻
慈
を
蒙
り
て
先
例
に
因
准
し
て
弁
官
・
左
右
衛
門
権
佐
・
大
学
頭
等
他
官
を
申
し
し
替
に
兼
任
せ
む
こ
と
を
請
ふ
状

　
　

 

望
み
請
ふ
、
特
に
天
恩
を
蒙
り
て
、
先
例
に
因
准
し
て
、
件
等
の
官
を
兼
任
せ
む
こ
と
を
。
将
に
文
学
の
重
き
を
知
ら
む
と
す
。
懇
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歎
の
至
に
堪
へ
ず
。
匡
衡
誠
惶
誠
恐
謹
言
。

　
　
　

正
暦
四
年
正
月
十
一
日

（
巻
六
・

160
）

　

こ
れ
も
先
の
例
と
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。
「
因
准
先
例
、
兼
任
件
等
官
」
は
事
書
の
「
因
准
先
例
、
兼
任
弁
官
左
右
衛
門
権
佐
大
学
頭
等

申
他
官
替
」
に
対
応
し
、
こ
の
望
み
が
叶
え
ら
れ
れ
ば
、
「
文
学
」
（
学
問
）
の
重
さ
を
知
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
例
か
ら
、
申
文
の
末
尾
は
、
「
望
請
」
で
事
書
に
対
応
す
る
要
望
が
述
べ
ら
れ
、
そ
れ
が
叶
え
ら
れ
れ
ば
、
と
続
き
、
望
み
が
実

現
し
た
際
の
作
者
の
心
情
な
ど
が
記
さ
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
に
、「
親
を
思
ふ
志
に
勝
へ
ず
」
（
保
憲
申
文
）
、「
懇
歎
の
至
に
堪
へ
ず
」
（
匡

衡
申
文
）
と
申
文
を
出
す
に
至
っ
た
自
身
の
心
情
が
加
え
て
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
保
憲
の
場
合
は
、
親
を
思
う
孝
の
志
に
堪
え
き
れ

ず
申
文
を
提
出
し
た
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

３
．
「
天
恩
」
を
「
望
み
請
ふ
」
の
か

　

以
上
、
末
尾
の
指
し
示
す
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
論
を
述
べ
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

 「
望
請
」
＋
事
書
で
述
べ
ら
れ
た
内
容
＋
（
然
則
）
＋
望
み
が
叶
っ
た
場
合
の
心
情
＋
（
申
文
を
提
出
し
た
心
情
）
＋
「
誠
惶
誠
恐
謹

言
」

　

上
掲
の
例
で
は
、
多
く
「
望
請
、
特
蒙
天
恩
」
と
あ
り
、
「
特
に
天
恩
を
蒙
り
て
…
（
事
書
の
内
容
）
…
を
望
み
請
ふ
」
と
い
う
文
脈
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
冒
頭
で
あ
げ
た
『
朝
野
群
載
』
で
は
「
望
請
、
天
恩
」
で
あ
り
「
殊
蒙
」
が
な
い
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
か
。
次
の
例
は
源
順
の
申
文
で
あ
る
。

　
　
　

散
位
従
五
位
上
源
朝
臣
順
誠
惶
誠
恐
謹
言
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請
殊
蒙
天
恩
依
和
泉
国
所
済

別
功
散
位
労
次
第
被
拝
任
伊
賀
伊
勢
等
国
守
闕
状

　
　

望
請
、
天
恩
任
功
労
次
第
、
被
拝
除
件
国
闕
。
外
彌
竭
松
柏
之
節
、
内
将
払
萊
蕪
之
塵
。
順
誠
惶
誠
恐
謹
言
。

　
　
　

天
元
三
年
正
月
廿
三
日

　
　
　

 

殊
に
天
恩
を
蒙
り
て
和
泉
国
済す

く

ひ
し
所

び
に
別
功
・
散
位
の
労
の
次
第
に
依
り
て
伊
賀
・
伊
勢
等
の
国
守
の
闕
に
拝
任
せ
ら
れ

む
こ
と
を
請
ふ
状

　
　

 

望
み
請
ふ
、
天
恩 
功
労
の
次
第
に
任
せ
て
、
件
の
国
に
拝
除
せ
ら
れ
む
こ
と
を
。
外
に

彌
い
よ
い
よ

松
柏
の
節
を
竭
く
し
、
内
に
将
に
萊
蕪

の
塵
を
払
は
む
と
す
。
順
誠
惶
誠
恐
謹
言
。

　
　
　

天
元
三
年
正
月
廿
三
日

（
巻
六
・

159
）

　

こ
の
例
で
は
、
文
字
面
だ
け
で
考
え
れ
ば
、「
望
み
請
ふ
、
天
恩
を
」
と
読
め
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
例
か
ら
は
、

「
望
請
」
の
内
容
は
事
書
に
対
応
し
て
い
た
。
事
書
と
並
べ
て
見
れ
ば
よ
り
明
確
に
な
る
。
分
か
り
や
す
く
な
る
よ
う
に
適
宜
空
白
を
挿
入

し
た
。

　
　
　

請
殊
蒙
天
恩
依
和
泉
国
所
済

別
功
散
位
労
次
第
被
拝
任
伊
賀
伊
勢
等
国
守
闕
状

　
　

望
請
、　

天
恩
任　
　
　
　
　
　
　

功　
　

労
次
第
被
拝
除
件　
　
　
　

国　

闕

　
「
望
請
」
の
内
容
は
、
事
書
の
内
容
に
対
応
す
る
の
だ
が
、
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
省
略
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
こ
の
例
で
も
、
事
書
の
「
和

泉
国
所
済

別
功
散
位
労
」
が
「
功
労
」
に
、
「
伊
賀
伊
勢
等
国
守
闕
」
が
「
件
国
闕
」
と
、
事
書
に
明
示
さ
れ
て
い
る
た
め
省
略
さ
れ
て

い
る
。
と
す
れ
ば
「
天
恩
」
は
、
事
書
の
「
殊
蒙
天
恩
」
と
対
応
し
、
「
天
恩
」
に
よ
っ
て
「
功
労
の
次
第
に
任
せ
て
、
件
の
国
に
拝
除
せ

ら
れ
む
こ
と
を
」
「
望
み
請
ふ
」
と
理
解
す
る
の
が
正
確
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
叶
え
ら
れ
れ
ば
、
外
で
は
、
ま
す
ま
す
松
柏
の
よ
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う
に
変
わ
ら
な
い
忠
節
を
尽
く
し
、
内
で
は
、
萊
蕪
の
よ
う
な
貧

）
5
（

と
な
っ
た
た
め
に
生
じ
た
塵
を
払
お
う
＝
貧
か
ら
逃
れ
ら
れ
よ
う
と
記

す
の
で
あ
る
。
「
望
み
請
ふ
、
天
恩
を
」
と
句
切
っ
て
読
む
の
で
は
な
く
、
先
に
訓
読
し
た
よ
う
に
、
「
望
み
請
ふ
、
天
恩 

功
労
の
次
第
に

任
せ
て
…
…
」
、
あ
る
い
は
、
「
天
恩
」
に
よ
っ
て
、
と
い
う
意
味
を
明
示
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
望
み
請
ふ
、
天
恩
も
て
功
労
の
次
第
に
任

せ
て
…
…
」
な
ど
と
訓
読
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

も
う
一
例
、
大
江
匡
衡
の
申
文
を
確
認
し
よ
う
。

　
　
　

正
五
位
下
行
式
部
権
少
輔
兼
文
章
博
士
大
江
朝
臣
匡
衡
誠
惶
誠
恐
謹
言

　
　
　

請
特
蒙
天
恩
因
准
先
例
兼
任
備
中
介
闕
状

　
　

望
請
、
天
恩
兼
任
件
国
闕
。
将
仰
帝
徳
之
光
古
、
知
文
学
之
為
先
。
匡
衡
誠
惶
誠
恐
謹
言
。

　
　
　

長
德
二
年
四
月
二
日

　
　
　

特
に
天
恩
を
蒙
り
て
先
例
に
因
准
し
て
備
中
介
の
闕
に
兼
任
せ
む
こ
と
を
請
ふ
状

　
　

 

望
み
請
ふ
、
天
恩 

件
の
国
の
闕
に
兼
任
せ
む
こ
と
を
。
将
に
帝
徳
の
古
に
光
る
を
仰
ぎ
、
文
学
の
先
為
る
を
知
ら
む
と
す
。
匡
衡
誠

惶
誠
恐
謹
言
。

　
　
　

長
德
二
年
四
月
二
日

（
巻
六
・

162
）

　

こ
れ
も
事
書
と
末
尾
を
対
照
さ
せ
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　

特
請
蒙
天
恩
因
准
先
例
兼
任
備
中
介
闕
状

　
　
　

望
請　

天
恩　
　
　
　

兼
任
件
国　

闕

　

順
の
例
と
同
様
、「
蒙
」
が
略
さ
れ
た
形
と
理
解
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
備
中
介
の
闕
に
任
じ
ら
れ
た
い
と
い
う
望
み
が
叶
え
ら
れ
れ
ば
、
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「
将
に
…
…
」
と
続
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
将
に
…
…
」
に
続
く
例
は
、
前
掲
の
同
じ
匡
衡
に
も
見
え
た
。

　

以
上
の
例
を
勘
案
す
れ
ば
、
「
望
請
」
の
内
容
は
、
事
書
の
内
容
を
改
め
て
主
張
し
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
を

踏
ま
え
て
、
読
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

先
に
保
留
し
た
、
朝
綱
申
文
を
確
認
し
よ
う
。
事
書
と
末
尾
を
引
く
。

　
　
　

請
殊
蒙
鴻
慈
拝
任
温
職
状

　
　

望
請 

鴻
慈 

将
任
温
職
。
且
競
禄
養
於
風
樹
、
且
争
貞
心
於
霜
松
。
朝
綱
誠
惶
誠
恐
謹
言
。

　

こ
れ
も
、
事
書
と
末
尾
が
対
応
し
て
い
る
。
訓
読
す
れ
ば
、
「
望
み
請
ふ
、
鴻
慈 

将
に
温
職
に
任
ぜ
む
こ
と
を
。
且
つ
禄
養
を
風
樹
に

競
ひ
、
且
つ
貞
心
を
霜
松
に
争
は
む
」
と
な
り
、
「
鴻
慈
」
に
よ
っ
て
「
温
職
」
に
任
じ
ら
れ
る
こ
と
を
「
望
み
請
ふ
」
。
そ
し
て
そ
れ
が

叶
え
ば
、
「
風
樹
」
＝
子
が
養
お
う
と
し
て
も
親
は
待
た
な
い

）
6
（

と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
禄
に
よ
っ
て
親
を
養
う
こ
と
で
間
に
合
う
よ
う
に

競
い
、
霜
に
よ
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
松
と
争
う
ほ
ど
に
貞
節
を
持
と
う
、
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
で
申
文
の
末
尾
の
文
脈
は
明
確
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
考
え
た
時
に
、
興
味
深
い
例
が
菅
原
文
時
に
見
出
さ
れ
る
。

　
　
　

正
四
位
下
行
式
部
大
輔
兼
文
章
博
士
尾
張
権
守
菅
原
朝
臣
文
時
誠
惶
誠
恐
謹
言

　
　
　

請
特
蒙
天
恩
依
当
省

儒
学
労
被
叙
従
三
位
状

　
　

 

望
請
、
鴻
恩
曲
垂
矜
恤
、
殊
施
雨
露
之
餘
光
、
以
賜
銀
青
之
栄
燿
。
何
啻
老
翁
之
慶
幸
、
即
応
衆
庶
人
之
歓
娯
。
惣
是
朝
野
歌
楽
之

道
可
遍
及
、
国
家
福
祚
之
願
欲
彌
新
矣
。
文
時
誠
惶
誠
恐
謹
言
。

　
　
　

天
元
三
年
正
月
五
日　

正
四
位
下
行
式
部
大
輔
兼
文
章
博
士
尾
張
権
守
菅
原
朝
臣
文
時
上

　
　
　

特
に
天
恩
を
蒙
り
て
当
省

び
に
儒
学
の
労
に
依
り
て
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
む
こ
と
を
請
ふ
状
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望
み
請
ふ
、
鴻
恩 

曲
げ
て
矜
恤
を
垂
れ
、
殊
に
雨
露
の
餘
光
を
施
し
、
以
て
銀
青
の
栄
燿
を
賜
は
む
こ
と
を
。
何
ぞ
啻た

だ

に
老
翁
の
慶

幸
の
み
な
ら
む
や
、
即
ち
応
に
衆
庶
人
の
歓
娯
な
る
べ
し
。
惣
じ
て
是
れ 

朝
野
歌
楽
の
道
遍

あ
ま
ね

く
及
ぶ
べ
く
、
国
家
福
祚
の
願
彌

い
よ
い
よ

新
た
な
ら
む
と
す
る
な
り
。
文
時
誠
惶
誠
恐
謹
言
。

　
　
　

天
元
三
年
正
月
五
日　

正
四
位
下
行
式
部
大
輔
兼
文
章
博
士
尾
張
権
守
菅
原
朝
臣
文
時
上
る

（
巻
六
・

153
）

　
「
望
請
」
以
下
が
事
書
の
内
容
と
対
応
す
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
に
し
て
き
た
が
、
こ
こ
も
同
じ
よ
う
に
対
照
さ
せ
る
と
以
下
の

よ
う
に
な
る
。

　
　

  

請
特
蒙
天
恩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

依
当
省

儒
学
労
被
叙
従
三
位　
　

状

　

  

望
請
、　

鴻
恩
曲
垂
矜
恤
、
殊
施
雨
露
之
餘
光
、　
　
　
　
　
　
　

以
賜
銀
青
之
栄
燿

　

こ
の
例
で
は
、
「
蒙
天
恩
」
を
「
鴻
恩
曲
垂
矜
恤
、
殊
施
雨
露
之
餘
光
」
と
、
「
叙
従
三
位
」
を
「
以
賜
銀
青
之
栄
燿
」
と
い
い
換
え
て

い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
実
際
に
は
官
職
や
国
名
が
記
さ
れ
る
の
を
「
件
」
と
省
略
し
た
り
、
「
天
恩
」
を
「
鴻
慈
」
な
ど
と
表
現
す
る

例
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
文
時
の
よ
う
な
例
は
見
出
せ
な
い
。
し
か
も
、
事
書
の
表
現
が
省
略
さ
れ
る
の
で
、
本
文
の
文
章
は
短
く
な
る
場

合
が
ほ
と
ん
ど
な
の
に
対
し
て
、
こ
ち
ら
は
本
文
の
方
が
長
い
。
こ
れ
と
近
い
例
と
し
て
、
先
に
挙
げ
た
賀
茂
保
憲
の
申
文
が
あ
る
。
事

書
と
本
文
を
対
照
さ
せ
よ
う
。

　
　

請
殊
蒙
天
恩　
　
　
　
　

以
所
帯
栄
爵　
　
　

譲
親
父
正
六
位
上
忠
行
状

　
　

望
請
、
天
慈
曲
降
哀
矜
、
以
此
朝
請
之
名
、
令
譲
暮
年
之
父
。

　

こ
れ
は
実
際
に
は
大
江
朝
綱
の
執
筆
に
拠
る
。
実
は
文
時
に
は
も
う
一
例
あ
る
。

　
　
　

従
四
位
下
行
木
工
頭
小
野
朝
臣
道
風
誠
惶
誠
恐
謹
言
〈
菅
三
品
作
〉
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請
殊
蒙
天
恩
被
遷
山
城
守
兼
任
近
江
権
守
狀

　
　

伏
乞
、
乾
臨
殊
降
雨
露
、
非
典
山
城
分
憂
之
秩
、
将
浴
江
府
兼
任
之
恩
。
道
風
誠
惶
誠
恐
謹
言
。

　
　
　

天
徳
二
年
正
月
十
一
日　

従
四
位
下
行
木
工
頭
小
野
朝
臣
道
風
〈
作
者
菅
三
品
〉

　
　
　

殊
に
天
恩
を
蒙
り
て
山
城
守
に
遷
り
近
江
権
守
を
兼
任
せ
ら
れ
む
こ
と
を
請
ふ
状

　
　

 

伏
し
て
乞
ふ
、
乾
臨 

殊
に
雨
露
を
降
し
、
山
城
分
憂
の
秩
を
典
す
る
に
非
ず
は
、
将
に
江
府
兼
任
の
恩
に
浴
せ
む
こ
と
を
。
道
風
誠

惶
誠
恐
謹
言
。

　
　
　

天
徳
二
年
正
月
十
一
日　

従
四
位
下
行
木
工
頭
小
野
朝
臣
道
風
〈
作
者
菅
三
品
〉

（
巻
六
・

151
）

　

こ
れ
も
対
照
さ
せ
よ
う
。

　
　

請
殊
蒙
天
恩　
　
　
　
　

被
遷
山
城
守　
　
　
　

兼
任
近
江
権
守
状

　
　

伏
乞
、
乾
臨
殊
降
雨
露
、
非
典
山
城
分
憂
之
秩
、
将
浴
江
府
兼
任
之
恩

　

先
の
例
と
同
じ
く
、
特
に
「
天
恩
」
を
「
雨
露
」
な
ど
に
喩
え
て
い
い
換
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
表
現
が
文
時
に
見
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
か
ら
、文
時
が
考
案
し
た
と
思
わ
れ
る
句
題
詩
の
詠
法
が
想
起
さ
れ
る

）
7
（

。
但
し
、申
文
で
こ
の
よ
う
に
表
現
す
る
例
は
ほ
と
ん
ど
見
え
ず
、

文
時
も
他
に
は
使
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
文
時
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
ろ
、
先
の
朝
綱
の
表
現
も
こ
れ
に
近
く
、
こ
の
辺
り
は
、
さ
ら
な
る

検
証
が
必
要
で
あ
ろ
う

）
8
（

。

　

以
上
、
『
本
朝
文
粋
』
の
申
文
を
例
に
と
り
、
末
尾
の
文
体
を
検
討
し
て
き
た
。
す
べ
て
同
じ
文
脈
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
で
あ
ろ
う
。



14

　
　
　
　

二
、
本
朝
文
粋
以
前

　

前
節
に
確
認
し
た
、「
望
請
」
＋
事
書
で
述
べ
ら
れ
た
内
容
＋
（
然
則
）
＋
望
み
叶
っ
た
場
合
の
心
情
＋
（
申
文
を
提
出
し
た
心
情
）
＋
「
誠

惶
誠
恐
謹
言
」
と
い
う
文
脈
で
構
成
さ
れ
る
文
体
は
、
時
代
を
遡
っ
て
も
確
認
で
き
る
。

　

菅
原
道
真
「
重
請
レ

解
二

蔵
人
頭
一

状
」
（
菅
家
文
草
巻
九
）
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　

望
請
、
特
被
殊
優
、
将
解
件
職
。
然
則
寵
光
之
中
、
暫
全
傷
翅
、
恩
沢
之
下
、
久
養
枯
鱗
。
不
堪
至
誠
。
重
請
処
分
。
謹
言
。

　
　

 

望
み
請
ふ
、
特
に
殊
優
を
被
り
て
、
将
に
件
の
職
を
解
か
む
こ
と
を
。
然
ら
ば
則
ち 

寵
光
の
中
、
暫
く
傷
翅
を
全
う
し
、
恩
沢
の
下
、

久
し
く
枯
鱗
を
養
は
む
。
至
誠
に
堪
へ
ず
。
重
ね
て
処
分
を
請
ふ
。
謹
言
。

　
「
重
請
解
蔵
人
頭
」
と
い
う
願
い
と
対
応
す
る
の
が
、
「
将
解
件
職
」
で
あ
り
、
そ
の
後
に
「
然
則
」
が
続
き
、
蔵
人
頭
を
解
か
れ
た
場

合
の
道
真
の
心
情
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
続
く
「
不
堪
至
誠
」
も
、
先
に
見
た
保
憲
の
「
不
勝
思
親
之
志
」
、
匡
衡
の
「
不
堪
懇
歎

之
至
」
と
同
じ
機
能
を
持
っ
て
い
る
。
既
に
道
真
の
頃
に
は
、
こ
う
し
た
文
体
が
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
は
「
蒙
」
の
省
略
に
類
す
る
例
も
、
沙
門
三
修
の
牒
（
日
本
三
代
実
録
・
元
慶
二
年
〈
八
七
八
〉
二
月
十
三
日
条
）
に
「
詔
以

近
江
国
坂
田
郡
伊
吹
山
護
国
寺
、
列
於
定
額
。
沙
門
三
修
申
牒

、
…
…
望
請
、
天
慈
賜
預
定
額
。
従
其
所
請
（
詔
し
て
近
江
国
坂
田
郡

伊
吹
山
護
国
寺
を
以
て
、
定
額
に
列
す
。
沙
門
三
修 

申
牒
し
て
い

は
く
、
…
…
望
み
請
ふ
、
天
慈 

定
額
に
預
る
を
賜
は
ら
む
こ
と
を
、
と
。

故
に
其
の
請
ふ
所
に
従
ふ
）
」
と
あ
る
。

　

つ
ま
り
、『
本
朝
文
粋
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
一
定
の
文
脈
を
持
つ
文
体
は
、
か
な
り
早
い
段
階
で
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

以
上
、
申
文
の
文
体
を
分
析
し
て
き
た
。
「
望
請
、
天
恩
」
と
い
う
本
文
に
つ
い
て
は
、
事
書
に
あ
る
「
（
殊
）
蒙
」
の
省
略
で
あ
る
と

判
断
さ
れ
る
。
但
し
、
こ
の
本
文
に
疑
問
を
持
っ
た
先
行
研
究
が
あ
る
。
柿
村
重
松
『
本
朝
文
粋
註
釋　

上
下
』
（
冨
山
房
・
一
九
六
八
年
、
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一
九
二
二
年
初
版
）
で
あ
る
。
実
例
と
し
て
あ
げ
た
大
江
朝
綱
（
本
朝
文
粋
卷
六
・

149
）
の
該
当
部
分
に
つ
い
て
、
柿
村
註
は
、
「
望
請
殊

蒙
〈
諸
本
無
二

殊
蒙
二
字
一

、
今
補
レ

之
〉
鴻
慈
将
任
温
職
」
と
、
「
殊
蒙
」
の
二
字
を
補
っ
て
い
る
。
同
様
の
例
は
他
に
も
見
え
る
。
作
者

と
新
大
系
の
作
品
番
号
を
示
し
つ
つ
本
文
を
示
せ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

源
順
申
文
「
望
請
殊
蒙
〈
諸
本
無
二

殊
蒙
二
字
一、
今
補
レ

之
〉
天
恩
」
（

159
）

　
　

大
江
匡
衡
申
文
「
望
請
殊
蒙
〈
流
布
本
無
二

殊
蒙
二
字
一、
今
拠
二

応
仁
本
一

補
レ

之
〉
天
恩
」
（

162
）

　
　

大
江
以
言
申
文
「
望
請
殊
蒙
〈
諸
本
無
二

殊
蒙
二
字
一、
今
補
レ

之
〉　

天
恩
」
（

165
）

　
　

源
為
憲
申
文
「
望
請
殊
蒙
〈
諸
本
無
二

殊
蒙
二
字
一、
今
補
レ

之
〉　

天
恩
」
（

168
）

　

柿
村
註
は
こ
れ
ら
に
「
殊
蒙
」
を
挿
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
、
先
述
し
た
よ
う
な
事
書
と
の
関
連
性
を
考
慮
し
て
の
校
訂

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
先
の
三
修
の
牒
、
そ
れ
に
『
本
朝
文
粋
』
自
身
に
収
め
ら
れ
る
申
文
の
文
体
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
の

よ
う
な
校
訂
は
不
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　

三
、
再
び
朝
野
群
載

　

冒
頭
に
引
用
し
た
『
朝
野
群
載
』
の
申
文
に
戻
ろ
う
。
事
書
の
部
分
も
あ
げ
る
。

　

①
清
原
定
康
受
領
吏
申
文

　
　
　

従
四
位
下
行
助
教
清
原
真
人
定
康
誠
惶
誠
恐
謹
言

　
　
　

請
特
蒙　

天
恩
、
因
准
先
例
、
依
当
職
労

上
総
国
公
文
五
代
勘
済
功
、
兼
任
大
蔵
大
輔
河
内
守
等
闕
状

　
　

望
請
、
天
恩
因
准
先
例
、
依
件
等
労
、
兼
任
彼
官
。
且
仰
憐
老
之
仁
、
且
誇
奉
公
之
節
。
定
康
誠
惶
誠
恐
謹
言
。

　
　
　

 

特
に　

天
恩
を
蒙
り
て
、
先
例
に
因
准
し
、
当
職
の
労

び
に
上
総
国
の
公
文
五
代
勘
済
せ
し
功
に
依
り
て
、
大
蔵
大
輔
・
河
内
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守
等
の
闕
に
兼
任
せ
む
こ
と
を
請
ふ
状

　
　

 
望
み
請
ふ
、
天
恩 

先
例
に
因
准
し
て
、
件
等
の
労
に
依
り
て
、
彼
の
官
に
兼
任
せ
む
こ
と
を
。
且
つ
老
を
憐
れ
む
仁
を
仰
ぎ
、
且
つ

公
に
奉
ず
る
節
を
誇
ら
む
。
定
康
誠
惶
誠
恐
謹
言
。

　

こ
れ
ま
で
検
討
し
た
申
文
と
同
じ
文
脈
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。
「
望
み
請
ふ
」
の
は
、
「
天
恩
」
で
は
な
く
、
「
天
恩
」
に
よ
っ

て
「
先
例
に
因
准
し
て
、件
等
の
労
に
依
り
て
、彼
の
官
に
兼
任
せ
む
こ
と
」
で
あ
る
。
そ
し
て
望
み
通
り
に
兼
任
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

天
皇
が
私
の
老
を
憐
れ
ん
で
下
さ
る
仁
を
仰
ぎ
み
、
天
皇
に
仕
え
る
節
義
を
誇
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

②
藤
原
俊
信
受
領
吏
申
文

　
　
　

右
少
弁
正
五
位
下
兼
行
右
衛
門
権
佐
文
章
博
士
東
宮
学
士
周
防
介
藤
原
朝
臣
俊
信
誠
惶
誠
恐
謹
言

　
　
　

請
殊
蒙　

天
恩
、
因
准
先
例
、
被
兼
任
摂
津
淡
路
等
国
守
闕
状

　
　

 

望
請
、　

天
恩
因
准
先
例
、
罷
右
衞
門
権
佐
職
、
被
兼
任
件
等
国
守
闕
。
然
則
不
懈
夙
夜
於
鸞
台
之
風
、
偏
致
拝
覲
於
龍
楼
之
日
。
俊

信
誠
惶
誠
恐
謹
言
。

　
　
　

殊
に　

天
恩
を
蒙
り
て
、
先
例
に
因
准
し
、
摂
津
・
淡
路
等
の
国
守
の
闕
に
兼
任
せ
ら
れ
む
こ
と
を
請
ふ
状

　
　

 

望
み
請
ふ
、　

天
恩 

先
例
に
因
准
し
、
右
衛
門
権
佐
の
職
を
罷や

め
、
件
等
の
国
守
の
国
に
兼
任
せ
ら
れ
む
こ
と
を
。
然
ら
ば
則
ち
夙
夜

を
鸞
台
の
風
に

懈
お
こ
た

ら
ず
、
偏
へ
に
拝
覲
を
龍
楼
の
日
に
致
さ
む
。
俊
信
誠
惶
誠
恐
謹
言
。

　

こ
れ
に
は
「
然
則
」
も
あ
り
、
文
脈
が
明
ら
か
で
あ
る
。
天
恩
に
よ
っ
て
右
衛
門
権
佐
の
職
を
辞
め

）
9
（

、
摂
津
・
淡
路
国
の
欠
員
を
兼
任

す
る
こ
と
を
「
望
み
請
ふ
」
の
で
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
（
「
然
則
」
）
、「
鸞
台
」（
太
政
官
の
唐
名
）
で
昼
夜
の
務
め
を
怠
ら
ず
、ひ
た
す
ら
「
龍

楼
」
（
東
宮
の
唐
名
）
に
謁
見
し
よ
う
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
文
章
も
、
申
文
の
文
体
を
踏
ま
え
て
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に 

│
「
者
」
字
の
存
在
と
今
後
の
課
題
│

　

以
上
、
申
文
の
文
体
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
わ
ず
か
な
部
分
で
は
あ
っ
た
が
、
文
体
を
分
析
し
、
文
章
の
文
脈
を
検
証
し
て
、
そ

れ
を
応
用
す
る
こ
と
で
、
正
確
な
読
解
に
至
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。

　
「
望
み
請
ふ
ら
く
は
、
天
恩
を
」
と
い
う
訓
読
で
は
、
申
文
は
天
恩
を
請
う
文
章
と
な
る
が
、
申
文
で
「
望
請
」
さ
れ
る
の
は
、
「
天
恩
」

で
は
な
い
。
申
文
は
、
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
た
通
り
、
「
申
官
爵
」
の
申
文
で
い
え
ば
、
官
職
や
位
階
を
望
む
文
章
な
の
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
、
「
望
請
」
以
下
の
句
読
を
ど
の
よ
う
に
切
る
か
は
重
要
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
先
に
引
い
た
小
野
道
風
申
文
（
巻
六
・

151
）
の
「
伏
乞
、
乾
臨
殊
降
雨
露
、
非
典
山
城
分
憂
之
秩
、
将
浴
江
府
兼
任
之
恩
」
を
、

小
島
憲
之

）
10
（

は
、
「
伏
し
て
乞
ふ
、
乾
臨
殊
に
雨
露
を
降
さ
む
こ
と
を
。
山
城
分
憂
の
秩
を

典
つ
か
さ
ど

る
に
非
ず
は
、
将
に
江
府
兼
任
の
恩
に
浴
せ

む
と
す
」
と
訓
読
す
る
。
「
望
請
」
（
伏
乞
）
の
内
容
を
「
乾
臨
殊
降
雨
露
」
と
解
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
校
訂
と
註
釈
』
と
同
様
、「
天

恩
」
を
「
望
請
」
す
る
と
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
も
前
掲
、
平
兼
盛
等
申
文
（
巻
六
・

155
）
に
つ
い
て
、
新
大
系

）
11
（

は
「
望
請
、

特
蒙
天
恩
、
以
有
労
恪
勤
諸
司
、
被
遷
任
件
国
闕
、
彌
励
勤
王
之
節
矣
」
と
句
読
を
切
る
。
「
望
請
」
の
内
容
を
「
彌
励
勤
王
之
節
矣
」
ま

で
だ
と
把
握
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
い
よ
い
よ
勤
王
の
節
義
を
励
ま
そ
う
」
と
い
う
こ
と
も
「
望
請
」
し
て
い
る
の
だ
と
い
う

理
解
で
あ
る
。
果
た
し
て
申
文
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
請
う
文
章
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
論
じ
た
よ
う
に
、
今
回
取
り
上
げ
た
多

く
に
つ
い
て
は
、
事
書
に
記
さ
れ
る
「
官
爵
」
を
請
う
文
章
で
あ
る
。
請
う
の
は
「
官
爵
」
で
あ
ろ
う
。
句
読
を
切
る
こ
と
は
、
文
章
の

性
格
に
も
関
わ
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
の
目
的
は
以
上
で
果
た
せ
た
と
思
う
が
、
「
望
請
」
が
ど
こ
ま
で
掛
か
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
興
味
深
い
事
例
が
『
朝
野

群
載
』
に
見
出
せ
る
。
二
例
を
あ
げ
る
（
一
部
句
読
点
を
省
略
す
る
）
。
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①　

大
江
通
貞
申
文

　
　
　

散
位
従
五
位
下
大
江
朝
臣
通
貞
誠
惶
誠
恐
謹
言

　
　
　

請
被
殊
蒙　

天
恩
、
因
准
先
例
、
依
官
史
巡
第
一
、
拝
任
隠
岐
守
状

　
　

望
請　

天
恩
因
准
先
例
、
依
官
史
巡
第
一
、
被
拝
任
隠
岐
国
守
者　

一
知
前
蹤
之
不
墜
、
一
励
後
昆
之
有
勤
。
〈
某
〉
誠
惶
誠
恐
謹
言
。

　

②　

菅
野
元
誠
申
文

　
　
　

散
位
従
五
位
下
菅
野
朝
臣
則
元
誠
惶
誠
恐
謹
言

　
　
　

請
殊
蒙　

天
恩
、
因
准
先
例
、
依
官
史
労
、
拝
任
下
野
等
国
守
状

　
　

望
請　

天
恩
因
准
先
例
、
拝
任
件
等
国
者　

将
知
奉
公
之
不
空
矣
。
則
元
誠
惶
誠
恐
謹
言
。

私
が
注
目
す
る
の
は
、
傍
線
を
引
い
た
「
者
」
字
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
『
校
訂
と
註
釈
』
は
ど
の
よ
う
に
訓
読
し
て
い
る
か
。

　

①　

大
江
通
貞
申
文

　
　

 

望
み
請
ふ
ら
く
は　

天
恩
を
。
先
例
に
因
准
し
、
官
史
の
巡
第
一
た
る
に
依
り
、
隠
岐
国
守
に
拝
任
せ
ら
る
れ
ば
、
一
に
前
蹤
の
墜

ち
ざ
る
を
知
り
、
後
昆
の
勤
有
る
を
励
ま
さ
む
。
〈
某
〉
誠
惶
誠
恐
謹
言

）
12
（

。

　

② 

菅
野
元
誠
申
文

　
　

 

望
み
請
ふ
ら
く
は　

天
恩
を
。
先
例
に
因
准
し
、
件
等
の
国
を
拝
任
せ
ば
、
将
に
奉
公
の
空
し
か
ら
ざ
る
を
知
ら
む
と
す
。
則
元
誠

惶
誠
恐
謹
言
。

　

い
ず
れ
も
「
者
」
を
「
ば
」
と
訓
読
し
、
条
件
節
を
示
す
助
辞
と
解
釈
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
前
者
が
確
定
条
件
、
後
者
が
仮
定
条

件
と
異
な
っ
て
は
い
る
が
）
。
し
か
し
、
こ
の
「
者
」
は
条
件
節
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
二
例
以
外
に
も
、
『
朝
野
群
載
』
や
『
本
朝
続
文
粋
』
ま
た
、
『
兵
範
記
』
紙
背
文
書
の
官
職
申
文

）
13
（

に
も
同
様
の
位
置
に
「
者
」
字
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が
見
え
る
。

　

こ
の
「
者
」
字
は
こ
れ
ま
で
確
認
し
て
き
た
申
文
を
想
起
す
れ
ば
、
「
望
請
」
の
範
囲
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
①
の
例
は
、
事

書
に
「
殊
蒙　

天
恩
、
因
准
先
例
、
依
官
史
巡
第
一
、
拝
任
隠
岐
守
」
と
あ
る
が
、
本
文
で
は
「
天
恩
因
准
先
例
、
依
官
史
巡
第
一
、
被

拝
任
隠
岐
国
守
者
」
と
あ
り
、
②
の
例
も
、
事
書
「
殊
蒙　

天
恩
、
因
准
先
例
、
依
官
史
労
、
拝
任
下
野
等
国
守
」
に
対
し
て
、
本
文
の
「
天

恩
因
准
先
例
、
拝
任
件
等
国
者
」
が
対
応
す
る
。
「
者
」
は
こ
の
申
文
で
願
う
内
容
│
事
書
で
記
さ
れ
た
内
容
の
範
囲
を
示
す
位
置
に
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
「
者
」
字
の
用
法
は
、
引
用
の
「
者
」
と
し
て
、
古
文
書
、
古
記
録
に
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
と
近
似
し
て
い
る
。
但
し
、

引
用
の
「
者
」
は
、
基
本
的
に
「

（
曰
、
云
、
…
…
）
〜
〜
者
」
の
形
で
、
「
い

は
く
」
な
ど
の
語
が
上
に
あ
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る

）
14
（

。

そ
れ
と
は
異
な
っ
た
用
法
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
さ
ら
な
る
検
討
の
必
要
が
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
は
、
自
分
の
願
い
が
叶
え

ら
れ
れ
ば
…
…
と
い
う
文
脈
な
の
で
、
結
果
的
に
②
の
『
校
訂
と
註
釈
』
の
理
解
は
誤
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
私
に
訓
読
す
れ
ば
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

①　

大
江
通
貞
申
文

　
　
　

殊
に　

天
恩
を
蒙
り
て
、
先
例
に
因
准
し
、
官
史
の
巡
第
一
た
る
に
依
り
、
隠
岐
守
に
拝
任
せ
ら
れ
む
こ
と
を
請
ふ
状

　
　
　

 

望
み
請
ふ
、　

天
恩 

先
例
に
因
准
し
、
官
史
の
巡
第
一
た
る
に
依
り
、
隠
岐
国
守
に
拝
任
せ
ら
れ
む
こ
と
を 

て
へ
り
。
一
に
前
蹤

の
墜
ち
ざ
る
を
知
り
、
一
に
後
昆
の
勤
有
る
を
励
ま
さ
む
。
〈
某
〉
誠
惶
誠
恐
謹
言
。

　

②　

菅
野
元
誠
申
文

　
　
　

殊
に　

天
恩
を
蒙
り
て
、
先
例
に
因
准
し
、
官
史
の
労
に
依
り
て
、
下
野
等
国
守
に
拝
任
せ
む
こ
と
を
請
ふ
状

　
　

 

望
み
請
ふ
、　

天
恩 

先
例
に
因
准
し
、
件
等
の
国
を
拝
任
せ
む
こ
と
を 

て
へ
り
。
将
に
奉
公
の
空
し
か
ら
ざ
る
を
知
ら
む
と
す
。
則
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元
誠
惶
誠
恐
謹
言
。

　

本
稿
で
は
申
文
の
中
で
も
「
申
官
爵
」
「
申
譲
爵
」
の
事
例
を
検
討
し
て
末
尾
の
文
体
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
文
脈
を
踏
ま
え
て
解
釈
す

べ
き
必
要
性
を
述
べ
た
。
「
申
官
爵
」
「
申
譲
爵
」
以
外
の
申
文
に
つ
い
て
も
本
稿
の
結
論
を
踏
ま
え
て
考
え
た
い
。
ま
た
、
「
者
」
字
の
問

題
も
含
め
『
本
朝
文
粋
』
以
後
の
申
文
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

注（
1
） 

な
お
、
滝
川
「
菅
原
道
真
と
遣
唐
使
（
一
） 

│
「
請
令
諸
公
卿
議
定
遣
唐
使
進
止
状
」
「
奉
勅
為
太
政
官
報
在
唐
僧
中

牒
」
の
再
検
討
│
」
（
詞
林

65
・
二
〇
一
九
年
）
、
同
「
渡
唐
の
心
情
は
詠
ま
れ
た
の
か
│
寛
平
の
遣
唐
使
と
漢
詩
文
│
」
（
語
文

115
・
二
〇
二
〇
年
）
も
同
様
の
問
題
意
識
を
持
っ

て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
） 

後
藤
昭
雄
「
文
体
解
説
」
（
『
本
朝
文
粋
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
・
岩
波
書
店
・
一
九
九
二
年
）
。

（
3
） 

通
常
、
「
〜
事
」
で
終
わ
る
場
合
を
事
書
と
い
う
が
、
「
～
状
」
で
終
わ
る
申
文
に
つ
い
て
も
事
書
と
称
し
て
お
く
。

（
4
） 『
後
漢
書
』
巻
三
十
九
・
劉
趙
淳
于
江
劉
周
趙
列
伝
に
「
賢
者
固
不
レ

可
レ

測
。
往
日
之
喜
、乃
為
レ

親
屈
也
。
斯
蓋
所
謂
家
貧
親
老
、不
レ

択
レ

官
而
仕
者
也
」

と
あ
る
。
そ
の
李
賢
注
に
「
韓
詩
外
伝
、
曾
子
曰
、
任
重
道
遠
、
不
レ

択
レ

地
而
息
。
家
貧
親
老
、
不
レ

択
レ

官
而
仕
」
と
あ
る
。

（
5
） 

長
と
な
る
も
、
母
の
死
の
た
め
赴
か
ず
、
の
ち
党
錮
事
件
に
遇
い
貧
に
過
ご
し
た
、
范
冉
（
范
萊
蕪
）
の
故
事
（
後
漢
書
巻
八
十
一
・
独
行
列
伝
・
范
冉
、

藝
文
類
聚
巻
三
十
五
・
貧
）
。

（
6
） 『
韓
詩
外
伝
』
巻
九
に
「
孔
子
行
、
聞
二

哭
声
甚
悲
一。
…
…
則
皋
魚
也
。
…
…
皋
魚
曰
、
…
…
少
而
学
、
游
二

諸
侯
一、
以
後
二

吾
親
一。
…
…
、
樹
欲
レ

静

而
風
不
レ

止
、
子
欲
レ

養
而
親
不
レ

待
也
」
と
あ
る
。

（
7
） 

句
題
詩
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
道
生
「
句
題
詩
概
説
」
（
『
句
題
詩
論
考　

王
朝
漢
詩
と
は
何
ぞ
や
』
勉
誠
出
版
・
二
〇
一
六
年
、
二
〇
〇
七
年
初
出
）
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な
ど
を
参
照
。

（
8
） 
但
し
、
「
申
官
爵
」
「
申
譲
爵
」
以
外
の
申
文
で
は
間
々
見
ら
れ
る
。
申
文
の
文
体
と
い
っ
て
も
、
「
申
官
爵
」
「
申
譲
爵
」
と
そ
れ
以
外
で
は
相
違
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
9
） 『
校
訂
と
註
釈
』
は
「
罷
」
を
「
罷
り
」
と
読
ん
で
い
る
。
ル
ビ
が
な
い
の
で
ど
う
読
ん
だ
か
分
か
り
に
く
い
が
、
恐
ら
く
は
「
ま
か
り
」
と
訓
読
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
は
右
衛
門
権
佐
を
辞
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
、
「
ま
か
る
」
と
訓
読
す
る
の
で
は
意
味
を
な
さ
な
い
の
で
は
な

い
か
。

（
10
） 

小
島
憲
之
校
注
『
懐
風
藻　

文
華
秀
麗
集　

本
朝
文
粋
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
・
岩
波
書
店
・
一
九
六
四
年
）
。

（
11
） 

大
曽
根
章
介
・
金
原
理
・
後
藤
昭
雄
校
注
『
本
朝
文
粋
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
・
岩
波
書
店
・
一
九
九
二
年
）
。

（
12
） 『
校
訂
と
註
釈
』
は
底
本
と
し
て
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
三
条
西
家
旧
蔵
本
を
用
い
て
お
り
、
掲
出
の
本
文
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
）
と
は
相

違
が
あ
る
。
「
一
励
後
昆
之
有
勤
」
の
「
一
」
が
三
条
西
家
旧
蔵
本
で
は
落
ち
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、こ
こ
は
明
ら
か
に
「
一
知
前
蹤
之
不
墜
、

一
励
後
昆
之
有
勤
」
が
対
句
と
な
っ
て
お
り
、三
条
西
家
旧
蔵
本
を
用
い
る
と
し
て
も
、「
一
」
を
補
っ
た
方
が
よ
い
と
考
え
る
。
な
お
、『
校
訂
と
註
釈
』

に
は
「
校
訂
註
」
と
し
て
本
文
異
同
が
上
げ
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に
注
記
は
な
い
。

（
13
） 

吉
田
早
苗
「
「
兵
範
記
」
紙
背
文
書
に
み
え
る
官
職
申
文
（
上
）
（
中
）
（
下
）
」
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
23
、
24
、
28
・
一
九
八
八
年
、
八
九
年
、

九
〇
年
）
。

（
14
） 「
者
」
字
に
つ
い
て
は
、
瀬
間
正
之
「
上
代
に
於
け
る
「
者
」
字
の
用
法
│
助
辞
用
法
か
ら
助
詞
表
記
へ
│
」
（
『
記
紀
の
文
字
表
現
と
漢
訳
仏
典
』
お

う
ふ
う
・
一
九
九
四
年
）
、
中
川
ゆ
か
り
「
神
や
人
の
声
を
残
す
│
「
者
」
で
括
る
引
用
か
ら
見
た
、
話
言
葉
記
録
の
工
夫
│
」
（
『
正
倉
院
文
書
か
ら

た
ど
る
言
葉
の
世
界
』
塙
書
房
・
二
〇
二
一
年
、
二
〇
一
二
年
初
出
）
参
照
。
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〔
引
用
本
文
〕

朝
野
群
載
、
三
代
実
録
│
新
訂
増
補
国
史
大
系
、
本
朝
文
粋
│
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
菅
家
文
草
│
元
禄
十
三
年
刊
本

　

 

漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
を
用
い
た
。
引
用
文
中
、
…
…
は
省
略
し
た
と
こ
ろ
、
〈
〉
内
は
小
字
注
を
示
す
。
な
お
、
句
読

点
は
必
ず
し
も
底
本
に
従
っ
て
い
な
い

〔
付
記
〕

１
．
本
稿
は
、
京
都
女
子
大
学
国
文
学
科
公
開
講
座
（
二
〇
二
一
年
一
〇
月
二
九
日
）
で
講
演
し
た
内
容
に
基
づ
く
。
な
お
、
同
日
の

題
目
は
「
漢
文
を
読
む
と
い
う
こ
と
│
申
文
の
文
体
を
中
心
に
│
」
で
あ
っ
た
が
、
論
文
化
す
る
に
際
し
て
改
題
し
た
。

２
．
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
「
日
本
古
代
の
大
学
の
学
問
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
│
９
、

10
世
紀
の
大
学
寮
紀
伝
道
を
中
心
に
│
」
（
課
題
番
号21K

00305

）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

 

（
大
阪
大
学
文
学
研
究
科
教
授
）


